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　北見市ではＧＩＳとＧＰＳを活用した
「災害対策情報システム」を導入し、雪害
時に除雪車の位置を把握し、的確な対応を
図っていた。さらにスクールバスの位置情
報確認へと事業展開を図るとともに、既存
のメールサービスやネットと連携して避難
所情報の発信や住民の捜索訓練のほか、緊
急時に登録者の診療情報を救急隊が把握で
きる取り組みも行っていた。
　迅速に、正確な情報をつかんで応用する
取り組みは大変有益であり、我が町でも導
入すべきと提言した。

　斜里町では働く人を呼び込み、観光や地
域コミュニティにつなげるため、時間や場
所に捉われないテレワーク事業に取り組ん
でいた。ウェブ環境の整ったサテライトオ
フィス、テレワークセンタ―「しれとこラ
ボ」を整備し、町民による任意団体「知床
ワークス」が運営していた。28年度から
は長期滞在用の「テレワークハウス」も開
始していた。この事業の需要は今後高まる
と考え、我が町でも空き家の活用も含め、
導入を検討すべきと提言した。
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昭
和
52
年
に
発
足
し
た
「
久
山
町
道
徳
推
進
委

員
会
」
は
家
庭
、
地
域
、
学
校
が
協
力
し
、
昭
和

55
年
か
ら
道
徳
記
念
講
演
会
を
継
続
実
施
の
ほ
か
、

住
民
も
含
め
た
道
徳
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
授
業

交
流
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
道
徳
カ
ル
タ
な
ど
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
。

　

我
が
町
で
は
「
み
ず
ほ
学
」
に
よ
り
郷
土
を
愛

す
る
心
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。

久
山
町
の
よ
う
に
、

住
民
を
巻
き
込
み
、

人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
深
く
す
る

「
あ
い
さ
つ
運

動
」
を
今
以
上
に

力
を
入
れ
て
い
く

こ
と
が
、
将
来
の

町
の
発
展
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

　

日
出
町
で
は
学
力
向
上
策
で
最
も
効
果
的
な
事

は
授
業
改
善
で
あ
る
と
し
「
新
大
分
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
（
基
礎
・
基
本
の
定
着
、
学
び
に
向
か
う
力
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
を
目
指
す
も

の
）
」
の
着
実
な
実
践
を
進
め
て
い
た
。
ま
た
、

職
員
の
朝
礼
を
や
め
、
子
供
と
向
き
合
う
時
間
の

増
加
に
努
め
て
い
た
。
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が
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小
学

校
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っ
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業
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分
か
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よ
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少
人

数
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に
取
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組
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考

え
る
。
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～ヘルス・ステーション事業について～

～斜里ふるさとテレワークについて～
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公民館を拠点に住民が主体で健康づくりを推進

　古賀市の進めるヘルス・ステーション事業は、各地域にある公民館を拠点に、
住民が主体となって健康づくりを推進するもので、市の養成講座を受講した健
康づくり推進員や介護予防サポー
ター、食生活改善推進員らが協力
して健康測定や健康学習など、健
康増進・介護予防を推進していた。
　我が町も各地域に会館があり、
住民の活動の拠点となっている。
地域の住民の代表として健康づく
りや介護予防に取り組む健康づく
り推進委員らが、さらに活躍でき
る場を考えるべきである。

福
岡
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GIS（地理情報システム）を使って住民サービスを充実

時間・場所に捉われない働き方を推進

独
自
ブ
ラ
ン
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新
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挑
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～G空間情報とICTの連携活用事業について～
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網
走
市
は
営
農
集
団
の
組
織
化
で
麦
、
馬
鈴
薯
、

甜
菜
（
て
ん
さ
い
）
の
生
産
で
は
生
産
高
の
94
％
を

誇
る
が
、
地
元
農
産
物
に
さ
ら
な
る
付
加
価
値
を
付

け
よ
う
と
、
産
官
学
の
共
同
で
運
営
す
る
研
究
所
を

設
立
。
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
、
行
者
ニ

ン
ニ
ク
と
ニ
ラ
を
交
配
さ
せ
た
「
行
者
菜
」
の
生
産

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
学
校
給
食
に
も
提
供
す
る
な
ど

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

我
が
町
で
取
り
組
み
や
す
い
野
菜
と
考
え
、
研

究
・
検
討
を
提
案
し
た
。
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